
新機能リスト 
この文書では、以前のバージョンでは使用できなかった、InfoWorks ICM 2023.2 から新しく導入された追

加機能、改良点を全て説明します。 

拡張機能や解消された問題の詳細については、InfoWorks ICM の リリースノート をご確認ください。  

アスタリスク（*）が付いている機能にアクセスするには、データベースをバージョン 2023.2 へ 更新 する必

要があります。 

Clip Meshing 法を用いる際の粗度ゾーンの重なりに関する拡張* 

以前は、単一の 2D ゾーン内にある複数の粗度ゾーンが重なっている場合、メッシュを生成することはできませ

んでした。交差している粗度ゾーンを示すメッセージが ログ に含まれ、2D ゾーンにメッシュを生成する前に、交

差する粗度ゾーンについて重なり合うジオメトリを修正する必要がありました。 

このバージョンでは、粗度ゾーンに優先度を割り当てることができるようになりました。粗度ゾーンが別の粗度ゾー

ンと重なる場合、重なっている範囲では、優先度の値が最も小さい（つまり、優先度が高い）粗度ゾーンが、

優先度の値が大きい（つまり優先度が低い）ものよりも優先されます。 Clip Meshing 法を使用してメッシュ

を 生成 する場合、ソフトウェアは優先度に基づいて粗度を割り当てることが可能となり、重なっている箇所のジ

オメトリを編集する必要がなくなりました。 

粗度ゾーンに優先度の値を適用するため、粗度ゾーンのプロパティに新しい 優先度 フィールドが追加されまし

た。 

2D ゾーンにメッシュを生成 する際、各三角形メッシュに割り当てられる粗度値は、その三角形メッシュが含ま

れる粗度ゾーンに設定されている優先度によって決まります。2D メッシュ生成時に粗度ゾーン境界を除く に

チェックが入っていない場合、重なっている粗度ゾーン内に重心が存在する三角形メッシュには、優先度の値が

最も小さい粗度ゾーンの粗度値が割り当てられます。チェックが入っている場合、重なっているゾーン内にあるす

べての三角形メッシュに、重なっている粗度ゾーンの中で優先度の値が最も小さい粗度ゾーンの粗度値が割り

当てられます。 詳細は、 Roughness Zone Data Fields (InfoWorks) と Roughness Zone Data 

Fields (SWMM) をご覧ください。 

以下の場合に粗度ゾーンが重なっていると、メッシュ生成プロセスは引き続き失敗します。 

• 粗度ゾーンに 優先度 が割り当てられていない場合。 

• 同じ 2D ゾーンにある別の粗度ゾーンと同じ優先度が指定されている場合。 

• Classic法を用いてメッシュを生成する場合。 
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メッシュ生成ログにサイズ制限エラーが追加に 

2D ゾーンにメッシュを生成した際に表示されるログに新しくメッセージが追加され、メッシュデータ（頂点、辺、

三角形、要素）のサイズが制限を超えているかどうか通知されるようになりました。 

 

サイズ制限エラーの例 

制限を超えるかどうかは、メッシュが集約される量やジオメトリの複雑さなど、様々な要因に依存します。 詳細

については、 Creating 2D Meshes をご覧ください。 

地形モデルレイヤーテーマの改善* 

ジオプランに表示される標高の範囲をより便利に更新できるよう、地形モデルのレイヤーテーマエディタが更新さ

れ、新しく Value Range セクションが追加されました。このセクションには Restrict range ボックスが含ま

れており、チェックを入れると、範囲テーマグリッドの値列に表示される値の範囲を、最小ボックスと最大ボックスに

て指定した値へと制限することが可能となります。 

さらに、地形モデルテーマの範囲テーマグリッドの 値の数 が直接編集できるようになりました。これにより、プラス

ボタンとマイナスボタン（ ）を使用して範囲内の値を追加、削除する代わりに、範囲に設定する

値の数を入力することが可能です。値の数を増減すると、値列に表示される値は、選択した分布タイプに従っ

て自動計算されます。詳細は、 Displaying a Ground Model on the GeoPlan をご覧ください。 
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横断面ラインの標高値が地形モデルから更新可能に 

以前は、モデル メニューの 地形モデルから更新 オプションを使用して地形モデルをサンプリングすることによって

のみ、横断面ライン の標高値を更新することが可能でした。しかし、このバージョンでは、既存の頂点の標高値

は、横断面エディタ の新しい Update from Ground Model ボタンを使用して地形モデルをサンプリン

グすることで更新することもできるようになりました。更新された標高値は、エディタのグリッドと断面プロファイルグ

ラフに表示されます。 

 

詳細は、 Updating Network Objects from the Ground Model  をご覧ください。 

Autodesk ライセンスへのアクセスが失われると、シミュレーションステータスが 

「終了-完了していません」と表記されるように 

Autodesk ライセンス を使用している場合、シミュレーションの 実行時 にライセンスへのアクセスが必要で

す。以前は、Autodesk アカウントから サインアウト したなどの理由でライセンスへのアクセスが失われた場

合、シミュレーションが停止し、シミュレーションステータスが終了に設定されていました。このステータスは混乱を

招く可能性があったため、ライセンスへのアクセスが失われると、シミュレーションのステータスが 終了-完了してい

ません に設定されるようになりました。 シミュレーション結果は、アクセスが失われたタイミングまでは利用できま

す。また、このステータスの理由を示すメッセージが ログ に含まれるようになりました。 
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NOAA 降雨ジェネレータにて AEP が表示されるように 

Rainfall data page にて年間最大時系列データを選択すると、AEP: Annual Exceedance 

probabilities のリストが Event page に表示されるようになりました。 

以前は、これらは誤って annual recurrence intervals (ARI) としてリストされていました。 

地表面流出量モデル CNSWMM が InfoWorks の下位集水域で利用可能に* 

新しい地表面流出量モデル - CNSWMM - が InfoWorks の下位集水域で利用できるようになりました。 

このモデルは、米国環境保護庁（EPA）が開発した SWMM (Storm Water Management Model) 

Curve Number infiltration モデルに基づいています。 このモデルは、複数の降雨を使用したシミュレーション

用に設計されており、SWMM ネットワークで利用可能な Curve number infiltration モデルに類似する結

果を提供するはずです。 

このモデルを使用できるよう、地表面流出面 の 地表面流出量タイプ フィールドに新しいオプショ

ン CNSWMM が追加されました。地表面流出面は、土地利用 オブジェクトに関連付けられます。 地表面

流出量タイプ が CNSWMM に設定されている地表面流出面は、1 つの土地利用オブジェクトに対して１つ

だけ関連付けることができます。地表面流出量タイプ が CNSWMM に設定されている地表面流出面を関

連付いている土地利用には、地表面流出量タイプ が Fixed に設定されている他の地表面流出面のみを

関連付けることができます。 

下位集水域、土地利用、地表面流出面の関係については Subcatchments を、利用可能な様々なモデ

ルについては Runoff Volume Models をご覧ください。 

シミュレーションに CNSWMM 地表面流出量モデルを使用するには、関連する下位集水域の カーブナンバ

ー と 回復期間 を指定する必要があります。 回復期間 は 下位集水域 の新しいプロパティであり、下位集

水域に関連付けられた土地利用に、 地表面流出量タイプ が CNSWMM に設定された地表面流出面が

含まれる場合にのみ使用できます。 

SWMM5 浸透データ の InfoWorks 下位集水域へのインポート/エクスポート* 

InfoWorks ネットワークから SWMM5 テキストファイルへ 下位集水域 データをエクスポートすると、回復期

間 と カーブナンバー のプロパティが設定されている場合、SWMM5 ファイルの [INFILTRATION] セクシ

ョンの DryTime フィールドと CurveNo フィールドへエクスポートされるようになりました。 詳細は、SWMM5 

Network Export from an InfoWorks Network をご覧ください。 

同様に、SWMM5 テキストファイルから InfoWorks ネットワークへデータをインポートすると、SWMM5 
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DryTime 値が含まれている場合、SWMM5 ファイルの [INFILTRATION] セクションから関連する 下位

集水域 の 回復期間 フィールドへと値がインポートされるようになりました。 以前は、ICM 内に同等のフィー

ルドが存在していなかったため、この値はインポートされていませんでした。 SWMM5 CurveNo 値が存在す

る場合、この値が下位集水域の カーブナンバー フィールドへ引き続きインポートされることにご注意ください。 

詳細については、SWMM5 Conversion - Subcatchments をご覧ください。 

SWMM 下位集水域に新しく地表面流出モデル SCS が追加に* 

以前は、SWMM シミュレーションに使用されていた唯一の流出モデルは、米国環境保護庁 (EPA) の 

SWMM 非線形貯水池流出ルーティングモデルであり、シミュレーションの実行時に ICM によって自動適用さ

れていました。 しかし、このバージョンでは、SCS_curvilinear と SCS_triangular の 2 つの新しい地表面

流出モデルが利用できるようになりました。これらは、Natural Resources Conservation Service (以前

は Soil Conservation Service または SCS として知られていました) の地表面流出ルーティングモデルで

あり、それぞれのユニットハイドログラフに曲線または三角形のハイドログラフ形状を使用します。 詳細は、

Subcatchments をご覧ください。 

SWMM 下位集水域プロパティには、地表面流出モデルを選択できるよう、Runoff model type フィール

ドが追加されました。新しいモデルのいずれかを選択すると、SCS 流出セクションがプロパティシートに表示さ

れ、選択したタイプの SCS 流出をモデル化するために必要な情報を指定できるようになります。 

新しい SCS流出フィールドには、流達時間、 Hydraulic length、 Shape factor、 Initial 

abstraction type が含まれます。Initial abstraction type では、Depth または Factor を選択

することが可能です。選択したオプションに応じて、Initial abstraction または 初期取水係数 フィールド

が表示されます。 流達時間 を指定することも可能ですし、システムのデフォルト フラグ（#D）が設定されて

いる場合は、ICM が lag 式を使用して計算します。この計算およびその他の計算の詳細について

は Subcatchments を、新しいプロパティの説明については Subcatchment Data Fields (SWMM) 

をご覧ください。 

SCS curvilinear モデルと SCS triangular モデルでは、浸透モデルの Curve number タイプを使用す

る必要があるため、これらのオプションのいずれかを選択すると、浸透タイプ プロパティは自動で 

Curve_number へ設定されます。 

デフォルトの Runoff model type タイプは SWMM であるため、新しい流出モデルのいずれかを使用する

のでなければ、既存の下位集水域データを更新する必要はありません。 
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SCS Hydrology 流出ルーティングデータが XPX ファイルからインポート可能に* 

SCS Hydrology 地表面流出ルーティングデータが XPSWMM/XPStorm XPX ファイルから SWMM ネッ

トワークの下位集水域へインポート可能となりました。 SCS データは、適切な下位集水域の カーブナンバー 

フィールドと同様に Runoff model type、流達時間、Shape factor、 Initial abstraction 

type、Initial abstraction または 初期取水係数 フィールドへインポートされます。 詳細については、  

XPSWMM/XPStorm Conversion Notes (SWMM) をご覧ください。 

Initial abstractionが SWMM 下位集水域からエクスポート可能に* 

Initial abstraction は、SWMM ネットワークの下位集水域から SWMM5 テキストファイルの 

[Innovyze_UnitHydrograph] セクションへエクスポートされるようになりました。詳細については、

SWMM5 Export - Conversion Notes をご覧ください。 

XPSWMMから InfoWorks ネットワークへ SCS 下位集水域データの 

インポートが可能に* 

以前は、XPX ファイルから InfoWorks ネットワークへ下位集水域データをインポートする際、SCS 関連の

下位集水域データは、その下位集水域がポリゴンに関連付けられている場合にのみインポートされていました。

下位集水域がポリゴンに関連付けられていない場合は、ノードデータのみがインポートされていました。下位集

水域は XPSWMM と XPStorm ではポリゴンを必要としないため、この制限が撤廃され、関連する SCS 

下位集水域データも XPX ファイルからインポートされるようになりました。 

XPX ファイルからのデータインポートに関する詳細については、Importing XPSWMM/XPStorm Data to 

(InfoWorks Networks) および XPSWMM/XPStorm Conversion Notes (InfoWorks) をご覧く

ださい。 

XPSWMM/XPStorm XPX ファイルからの粗度ゾーンデータのインポートに関して 

以前は、ICM 粗度ゾーンに適用可能なデータは、透水性ポリゴンとして XPX ファイルから InfoWorks や

SWMM ネットワークへインポートされていました。この仕組みが代わり、こうしたデータは ICM の 粗度ゾーン 

としてインポートされるようになりました。 

詳細については、 XPSWMM/XPStorm Conversion Notes (InfoWorks) および 

XPSWMM/XPStorm Conversion Notes (SWMM) をご覧ください。 
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XPSWMM XPX ファイルからインポートする粗度ゾーン ID フォーマットの変更* 

以前は、粗度ゾーン の ID は、XPX ファイルの Layer Name、Layer ID、Polygon ID フィールドからイ

ンポートされ、< Layer Name >_< Layer ID >_< Polyline ID > の形式をとっていました。 これが変

更され、今後、ID は Landuse ID フィールドと Count XPX フィールドからインポートされ、<Landuse 

ID> _ <Count> の形式になります。 

詳細については XPSWMM/XPStorm Conversion Notes (InfoWorks) および 

XPSWMM/XPStorm Conversion Notes (SWMM) をご覧ください。 

XPSWMM/XPStorm データからマニングの粗度値がインポートされるように* 

XPX ファイルで一定の値に設定されているマニングの粗度値は、InfoWorks や SWMM ネットワークの 粗

度ゾーン の 粗度（マニング N）プロパティにインポートされるようになりました。 

詳細については、XPSWMM/XPStorm Conversion Notes (InfoWorks) および 

XPSWMM/XPStorm Conversion Notes (SWMM) をご覧ください。 

RTC 制御構造物の変化率と範囲値の小数点以下有効桁数の増加* 

リアルタイムコントロール（RTC）を使用すると、ポンプなどの InfoWorks ネットワーク内の付属構造物の状

態は、水深や速度などの値を制御することで変更可能となります。 

RTC エディタ にて 制御構造物 の変化率に対しより正確な流量、水深、または水位値（正または負）を

指定できるよう、また 範囲 値に対してより正確な流量、水深、または水位値（Maximum および

Minimum）を定義できるよう、これらの値の小数点以下の有効桁数が 3 から 8 に増えました。 

以前のバージョンの新機能や改良については、過去の新機能リストをご覧ください。 
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